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 要  旨 
 
カメラで撮影したシーンの中で特定の対象に着目し、その特徴に基づいて注
視するシステムがあれば、シーンの理解、認識、識別などの作業に有用である。
その中でも対象の持つ色特徴に着目するシステムは次の二段階で構成される。 
(1)初期の段階に対象の色特徴を取得する。 
(2)取得画像列から対象に類似した色特徴を持つ画像領域を切り出す。 
色特徴は、対象の部分的な隠蔽、変形、及び、物体軸周りの回転からの影響を
受けにくい特長を持っている。そのため、色特徴は、剛体だけでなく人間や手
など非剛体の検出や識別にも有効である。 
しかし、例えば、「顔」の前を移動する「手」を識別する場合を考えてみよ
う。この場合「顔」の色特徴と対象の色特徴が類似しているため、色特徴のみ
を用いると「顔」を対象と誤認識して識別に失敗する恐れがある。本研究では、
このような状況下でも対象の認識と識別を成功させるために、色特徴に運動特
徴を組み合わせたシステムを提案する。 
本論文では、「顔」のように対象の色特徴に類似している物体を distractor
と呼ぶ。上述したような状況で対象の識別の失敗を防ぐためには distractor
による影響を抑える必要がある。 
本研究では、識別対象と distractor が異なる動きを行っていると仮定する。
これにより、対象の色特徴に対する類似度と運動特徴に対する相違度に基づき
画像領域の distractor らしさを評価することができる。提案するシステムで
は、distractor らしさが低く、対象の色特徴に対する類似度が高い画像領域を
探索し追尾を行う。このようにして、distractor による影響を軽減した物体追
尾を実現できる。 
本研究では、画像領域の色特徴を色相・彩度色空間で定義される混合ガウス
分布で表現し、対象と画像領域間の色特徴に関する類似度を Bhattacharyya 係
数で定義している。また、追尾対象の運動特徴はオプティカルフローに基づき
表現し、対象と画像領域間の運動特徴に関する類似度は、画像領域で観測され
る輝度勾配と対象のオプティカルフローとの関係より定義している。 
提案手法の有用性を示すため、「顔」の前を移動する「手」を識別して追尾
する実験を行った。実験結果により、「顔」の影響を軽減し円滑に追尾できる
ことを確認した。 
 
 
